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１．研究計画の概要 
琉球列島の中でも最も人為的影響が少なく

生物多様性が高いと考えられる西表島を中

心として、その周辺の島嶼とのつながりを時

間、空間の軸の中で理解し、島嶼群であるこ

との意味、群としての維持機構を理解し、そ

の保全を考えることを目的とした。これまで

西表島について長期蓄積された生態学的資

料をベースとし、島と島の生物学的関係を歴

史的なものから日常的なものまでさまざま

な観点から解析する。また、 島嶼群である

ことによってより問題となっている生態系

へのマイナス要因についても対象として保

全を考える。 (1)西表島生物相、(2)島間の

生物相の関連−爬虫類・飛翔性動物、(3)島間

の歴史的関連を解析するための生物地理学

的分析、(4)集団についての遺伝学的分析、

(5)外来種および保全上の問題点、等の項目

について調査・解析を行ない、総合的に議論

する。 

 

２．研究の進捗状況 
(1) イリオモテヤマネコについてラジオトラ

ッキング法と自動撮影法によって島内で

の移動パターンに関する資料を収集し、

特にオスの移動が個体群で大きな役割を

果たしていることが明らかになった。さ

らに、同方法により、山地部と低地部の

個体の棲息状況とその間の有機的関係を

推定するとともに、各環境における生物

相調査を行ない、生物相の違いとイリオ

モテヤマネコの生息地としての評価を行

なった。 

(2) サキシママダラ、サキシマヌマガエルな

ど両生類・爬虫類を対象として、アロザ

イム法による集団遺伝学解析を行ない、

南琉球の種の多様性、固有性、島間の系

統的関連を解析した。 

(3) ハマヒサカキ類等の琉球列島の固有の植

物種の DNA 解析から琉球列島内での系統

的関連と変異に関する知見を得た。また、

シダ類の属間雑種起源の解明から西表島

における植物種多様性形成要因を議論し

た。 

(4) オオヒキガエル、シロアゴガエル、カメ

類などの外来種の食性，繁殖，個体群構

造などの生態的特性からそれらの人為的

な移動によるインパクトを明らかにした。

特にカメ類については稀少種の人為的移

動による影響を集団遺伝学的観点から解

析した。また、植物ではアメリカハマグ

ルマの分布拡大について種子繁殖能力か

らの検証を行なっている。 

(5) 飛翔性動物であるクビワオオコウモリを

対象として島間の移動と各島における活

動内容を調査した。その結果、離れた島

間の移動と近接した島間の移動が異なる

要因によるものであることが明らかにな

り、個体群内でも異なる機能を持つこと

が推察された。鳥類、オオコウモリの島

間の長距離移動のモニター方法について

検討・試行を行なった。 
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３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
当初予定した項目はほぼ実施できており、そ
れぞれの成果をあげている。方法の確立の遅
れから年度が若干ずれた項目があった。 
 
４．今後の研究の推進方策 

(1) 西表島生物相について 
生物相の島内変異と環境との関連について

調査を継続する。 
(2) 島間の生物相の関連について−爬虫類 
ほぼ終了しているので補足資料を追加する。 
(3) 島間の生物相の関連について−飛翔性動

物 
方法の確立に非常に時間を要した。従来の方

法によってある程度の成果はあげられてい

るが、最終年にあたって、新しい方法による

野外資料収集を試みる。 
(4) 島間の歴史的関連を解析するための生物

地理学的分析について 
植物を対象として継続する。 
(5) 集団についての遺伝学的分析 
ほぼ終了しているので補足資料を追加する。 
(6) 移入種について 
ほぼ終了。 
(7) 人的交流について 
この部分は資料が膨大であり、過去の長い時

間を対象とすることができなかった。生物に

直接関連のある部分に絞って継続する。 
(8) 調査結果の公表 
学術雑誌、学会を活用して準備中である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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